
下水道事業における過去５年間の電力使用量

　下水道事業による温室効果ガス排出
量のうち、電力の使用に由来するもの
が約60％と最も多くなっています。
　降雨量などによる処理水量の増減
等に伴い、電力使用量も影響を受けま
すが、施設の効率的な運転、省エネル
ギー設備の導入等により、電力使用量
の削減に努めています。
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【数値：１年間（H21年度）の合計】

 

水再生プラザ 汚泥処理施設 
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流入下水 

3 億 6 千万 m3 
BOD※ 6万4千 ｔ  
S S ※ 6万 1千ｔ 

処理水 

下水汚泥 
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2 万ｔ 

コンポスト 
4 千ｔ 
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3 億 6 千万 m3 
BOD※ 4 千ｔ 

S S※ 2.4 千ｔ 
 
うち有効利用 

 4,596 万 m3 

ポンプ場 

 

 

電気 142 百万 kWh   水道水・地下水 107 万m3 

油類※ 1,775kL      薬品※   7,802ｔ 

エネルギー 水・薬品 

下水道庁舎等 

クリンちゃん 

Dr．パイプ 
 

   １日に運んだ下水の量は、 

約 100 万 m3 で札幌ドーム 

およそ２/３にもなるのじゃ。 

 
 電気の使用量は約４万 7 千

世帯の１年分に相当するよ。 
これは、清田区の全世帯数

と同じくらいだよ。 
※ 250kWh/世帯･月の場合 

 ※補足説明 
・油類：重油、灯油、軽油、ガソリンの合計量 
・薬品：汚泥の脱水や水処理などに使用する薬品の合計量 

（消石灰、塩化第二鉄、高分子凝集剤、次亜塩素酸ナトリウム、水酸化ナトリウムなど） 
・BOD（Biochemical Oxygen Demand）生物化学的酸素要求量 

水の汚れ度合いをあらわす指標。汚れているほど高くなる。 
・SS（Suspended Solid）浮遊物質 

水に溶けずに浮遊している物質の量。濁った水ほど高くなる。 
・温室効果ガス：CO2のほか、CH4、N2O を含んだ CO2換算数値 
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【数値：1年間（Ｈ21年度）の合計】
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2 バイオマスエネルギーは、地球規模でみてCO2バランスを壊さない（カーボンニュートラル）、 

永続性のあるエネルギーなのです。 


